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Clindamycin(7-Chlorolincomycin)に 関 す る 基 礎 的,臨 床 的 検 討

清水喜八郎 ・国 井 乙 彦

東京大学吉利内科

新 抗 生 物 質Clindamycin(7-Chlorolincomycin)の 基 礎

的,臨 床 的 検 討 を 行 なつ た の で,そ の成 績 に つ い て 報 告

す る。

L抗 菌 力

感 染 症 検 体 か ら分 離 され たStaPh]lococcusaureus20株,

StaPh■lococcusepidermidis9株,Enterococcusl1株,E.celi

lO株,Klebsiella5株,PseudemonaslO株 に つ い て,

Clindamycinの 抗 菌 力 をLincomycinと 比 較 して 測定

した 。

測 定 方 法 は,平 板 希 釈 法 に よ り培 地 はHI寒 天(栄 研),

pH7.0,接 種 菌 量 は10sで あ つ た 。

StaPhylococcusaureuslこ 対 す るClindamycinのMICは

o.2Ptg/ml以 下 の も の が17株,1株 がo・8Ptglml,2株

が100μg/m蓋 以 上 であ つ た。

このMICはLincomycinのMICに 比 し約1/8で あ

つ た 。

StaPh.71ereceUSepidermidisに 対 して も 抗 菌 力 はLinCO-

mycinに 比 しす ぐれ て い た 。

そ の 他Enterococcas,E.coli,1(lebsiella,Pseudomenasに 対

す る本 剤 の 感 受 性 分 布 はLincomycinと ほぼ 同 様 の 分 布

を 示 した(図1,2)。
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1)抗 菌力 にお よぼす諸因子 の影響(表1)

a)培 地pHの 影響

培地pHを5,6,7,8と かえて,抗 菌 力におよぼす影

響をみた ところ,pH5,6に おいて抗菌 力の減少がみら、

れた。

b)血 清の影響

HI寒 天に血清を20%,10%,5%に 添加 して抗菌力

にお よぼす影響では,あ ま り大 きな差は認め られなかっ

た。

C)接 種菌量 の影響

接種菌量 の差 に よる抗 菌力のちがいは,表 に示すごと

くであつた。

IL吸 収,排 泄

Clindamycin150mgを 経 口投 与 し,血 中 濃度,尿 中

排 泄 量 を経 時 的 に 測 定 した。

測 定 方 法 はStrePtococeushemolyticusCook株 を 用 い重 暦

法 に て 行 な つ た 。 培 地 はHI寒 天(pH7.0)。

接 種 菌 量 は0.05%,標 準 溶 液 はpH7.0の 燐酸 緩衝

液 を 使 用 した 。

血 中 濃 度 は 図3に 示 す ご と くで あ り,最 高 濃度 は2時

間 で み られ,3例 平 均O.7mcg/ml,6時 間 でO.2mcg/mh
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図2感 受 性(H)
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表1培 地pH
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図3Clindamycinl闘150mg糸 獲口投与。後 の

血 中濃 度(重 層 法)
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表2並 皿中 濃 隻(検 定 菌 に よる 検討 お よび 標準

液 作 成溶 液 に よる差)150mg経 口
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であつた。

この値は外国文献 値に比 して低い値であつた。検定菌

にSarcinaluteaPCI1001を 用い,カ ップ法にて同一血

清を測定 したが,い ずれ の検定菌 を用いて もほぼ同 じ血

中濃度がえ られ た(表2)。

したがつて検定 菌の種類に よる差ではない◇ 標準曲線

の試料調製液に燐酸緩 衝液を用 い る代 わ りに血 清を用い

た場合は,2時 間値 で1.5mcg/mlと な り,外 圏文献 と

抵ぽ同 じ値がえ られ た。

尿中回収率 につい て も検定菌 に よる差は認 め られ なか

つた。

6時 間までの回収率は2例 について しらべ,7.26%,

7,47%で あつた。
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表3尿 中回収率
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GPTに ついて検討 したが,

を認めなかつた。

投与前後において特に異常

IIL臨 床 成 績

気管支拡張 症2例,慢 性気管支炎1例,計3例 にCLM

を1日600mg(150mg4回 投与)経 口投与 し,そ の臨

床効果を検討 した3例 ともに原因菌は不明であつた。

気管支拡張症 の1例 では,喀 疾 が消失,37.5℃ 位 の

微熱は消失,胸 部 ラ音 も消失 し,軽 快 した。 他の2例 に

ついては効果判定は不能 であつ た。本 剤投与中GOT,
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総 括

1)Clindamycinの 抗 菌 力 は ブ ドウ球 菌 に 対 して は

Lincomycinに 比 して2～8倍 く らい よい 感 受 性 を 示 し

た 。 グ ラム陰 性 桿 菌 に 対 して 抗 菌 力は よわ か つ た。

な お 本 剤 は 生 体 内 に お い て代 謝 されDemethyl-7-

chlorolincomycinと な る が,そ の も の の 抗 菌 力 を

Clindamycinと 比 較 実 験 を お こな つ てい る が,本 物 質 の

抗 菌 力 は,ブ ドウ球 菌 に対 して若 干 劣 るか,ほ とん ど同

じ く らい で あ つ た 。

2)血 中,尿 中 濃 度 はStrePtOCOCCtiShemolyticusC◎ok,

SarcinaluteaPCI1001の い ず れ の検 定 菌 を 用 い て も,

同 じ成 績がえ られ た。標準液 の調 製に燐 酸緩 衝液を用い

た場合 は,2時 間でO.7mcg/ml(3例 平均)の 値がえ ら

れた。血清 を用 いた場合は1・5mcg/mlと なつた。尿中

回収率は7.26%で あつた。

3)臨 床例 については 目下検討 中であ る。
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LABORATORY AND CLINICAL STUDIES OF CLINDAMYCIN

 KIHACHIRO  SHIMIZU &  OTOHIKO  KUNII 

First Department of Internal Midicine, Tokyo University School of Medicine 
 (Director: Prof. Y.  YOSHITOSHI)

  Summarized below are the results of our laboratory and clinical studies of clindamycin. 
  1) Staphylococcal strains tested were found to be 2 to 8 times more susceptible to  clindamycin 

than to lincomycin. On the other hand, clindamycin was found to have poor antibacterial activity on 
Gramnegative bacilli. 

 2) The blood level, determined using either Streptococcus  hemolyticus Cook or Sarcina  lutea PCI 1001 
as the test organism, resulted about same. The blood level 2 hours after oral administration of  150 
mg was 0.7 mcg/ml on the average when phosphate buffer was used for preparation of clindamycin 
standard solution. It was 1.5  mcg/ml when serum was used. 

 The 6-hour urinary recovery in 2 patients was 7.26% and 7.47% respectively (test organism: 
Streptococcus  hemolyticus). 

 3) Effect of clindamycin on 2 cases of bronchiectasis and  1 case of chronic bronchitis was  good 
in one (bronchietatic patient) and unknown in the other two. 

 GOT and GPT determinations did not show any particular changes during the medication as com-

pared with pre-treatment values.




